
た
よ
り

　

平
成
知
新
館
の
オ
ー
プ
ン
に
あ
わ
せ
て
、
名

品
図
録
「
京
都
国
立
博
物
館
所
蔵
名
品
１
２
０
選

　

京
都
へ
の
い
ざ
な
い
」
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
知
新
館
オ
ー
プ
ン
記
念
展
「
京
へ
の
い
ざ

な
い
」
の
出
品
作
品
も
数
多
く
掲
載
、
全
作
品
、

日
英
解
説
付
き
の
充
実
の
内
容
で
す
。

　

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
に
て
１
５
０
０
円

（
税
込
）
で
販
売
中
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

京
都
国
立
博
物
館だよ

り
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表紙：国宝　鳥獣人物戯画　甲巻　部分　高山寺（展示期間：〈上段・中段〉11/5 ～ 24、〈下段〉10/7～11/3）



    
国
宝 
鳥
獣
戯
画
と
高
山
寺

10 
月
7
日
（
水
）〜
11
月
24
日
（
月
・
祝
）

【
明
治
古
都
館
】

　

絵
巻
の
中
で
も
最
も
よ
く
親
し
ま
れ
、「M

anga

」の
ル
ー

ツ
と
見
な
さ
れ
て
世
界
的
に
も
知
ら
れ
て
い
る
、
国
宝
「
鳥
獣

人
物
戯
画
」
四
巻
（
高
山
寺
蔵
）は
、
朝
日
新
聞
文
化
財
団
の
助

成
に
よ
っ
て
平
成
二
十
一
年（
二
〇
〇
九
）か
ら
修
理
が
行
わ
れ
、

こ
の
度
、
平
成
二
十
五
年（
二
〇
一
三
）
三
月
を
も
っ
て
無
事

に
修
理
が
完
了
し
ま
し
た
。
修
理
過
程
に
お
い
て
、
四
巻
の
う

ち
丙
巻
が
も
と
の
表
裏
を
相
剥
し
、
そ
れ
を
繋
い
で
一
巻
と
し

て
い
た
と
い
う
新
知
見
が
得
ら
れ
た
こ
と
な
ど
は
、
実
に
大
き

な
成
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

高
山
寺
は
、
日
本
仏
教
史
上
で
も
有
名
な
鎌
倉
時
代
の
華
厳

宗
の
僧
、
明
恵
上
人
（
一
一
七
三
―
一
二
三
二
）
ゆ
か
り
の
古

刹
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
業
績
は
、
華
厳
密
教
の
確
立
と
い
う
教

学
の
み
な
ら
ず
、
自
ら
の
夢
を
綴
っ
た
「
夢
記
」
や
国
宝
「
華

厳
宗
祖
師
絵
伝
（
華
厳
縁
起
）」
が
新
羅
の
華
厳
僧
、
元が

ん
ぎ
ょ
う暁
と

義ぎ
し
ょ
う湘
の
二
人
を
追
慕
し
て
制
作
さ
れ
る
な
ど
、
幅
広
く
文
化
的

な
活
動
を
行
っ
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
特
別
展
覧
会
は
、
修
理
後
の
国
宝
「
鳥
獣
人
物
戯
画
」

四
巻
を
初
め
て
お
披
露
目
し
、
合
わ
せ
て
明
恵
上
人
ゆ
か
り
の

高
山
寺
に
伝
わ
る
名
宝
の
数
々
を
公
開
す
る
も
の
で
す
。
全
体

の
構
成
は
、「
高
山
寺
の
開
創
―
華
厳
興
隆
の
道
場
―
」「
明
恵

上
人
―
人
と
思
想
―
」「
高
山
寺
の
典
籍
―
写
本
・
版
本
の
収

蔵
―
」「
鳥
獣
人
物
戯
画
―
楽
し
さ
あ
ふ
れ
る
絵
巻
―
」
の
四

章
仕
立
て
、
作
品
件
数
は
八
四
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

第
一
章
「
高
山
寺
の
開
創
―
華
厳
興
隆
の
道
場
―
」
で
は
、

明
恵
上
人
に
よ
る
高
山
寺
の
開
創
に
関
連
し
た
作
品
を
中
心
に

構
成
し
て
い
ま
す
。
中
で
も
、
後
鳥
羽
院
宸
翰
と
伝
え
ら
れ
、

石
水
院
の
南
縁
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
「
日
出
先
照
高
山
之
寺
」

の
額
が
初
め
て
展
覧
会
で
展
示
さ
れ
ま
す
。

　

第
二
章
「
明
恵
上
人
―
人
と
思
想
―
」
で
は
、
華
厳
密
教
の

教
義
と
実
践
法
を
確
立
し
、
篤
く
釈
迦
を
思
慕
し
、
天
竺
に
思

い
を
馳
せ
、
自
ら
の
夢
を
綴
り
、
数
多
い
和
歌
も
詠
ん
だ
明
恵

上
人
の
事
績
を
辿
り
ま
す
。
新
羅
の
華
厳
僧
、
元
暁
と
義
湘
の

二
人
を
追
慕
し
て
作
ら
れ
た
国
宝
「
華
厳
宗
祖
師
絵
伝
（
華
厳

縁
起
）」
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

　

第
三
章
「
高
山
寺
の
典
籍
―
写
本
・
版
本
の
収
蔵
―
」
で
は
、

唐
時
代
の
写
本
で
あ
る
『
冥
報
記
』
や
『
玉
篇
』、
さ
ら
に
は

北
宋
刊
本
で
中
国
の
農
業
書
と
し
て
知
ら
れ
る
『
斉
民
要
術
』

や
南
宋
刊
本
の
『
法
蔵
和
尚
伝
』
な
ど
、
中
国
の
唐
時
代
か
ら

宋
時
代
の
典
籍
類
が
見
ど
こ
ろ
で
す
。
ま
た
近
年
、
愛
知
県
南

知
多
町
の
岩
屋
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
宋
版
一
切
経
（
重
文
）

が
高
山
寺
か
ら
移
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
特
別
に
そ
の
中
か
ら
二
帖
を
展
示
し
ま
す
。

　

第
四
章
「
鳥
獣
人
物
戯
画
―
楽
し
さ
あ
ふ
れ
る
絵
巻
―
」

は
、
本
展
覧
会
の
最
大
の
見
ど
こ
ろ
、
修
理
が
終
了
し
て
甦
っ

た
「
鳥
獣
人
物
戯
画
」
四
巻
を
堪
能
し
て
頂
き
ま
す
。
甲
・

乙
・
丙
・
丁
の
四
巻
が
揃
う
の
は
、
当
館
で
は
昭
和
五
十
六
年

（
一
九
八
一
）
の
「
高
山
寺
展
」
以
来
、
三
十
三
年
ぶ
り
の
こ

と
で
す
。

　

ど
う
ぞ
、
世
界
的
に
も
知
ら
れ
て
い
る
「
鳥
獣
戯
画
」
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
赤
尾
栄
慶
）

国宝　鳥獣人物戯画　乙巻　部分（11/5 〜 24 展示） 国宝　鳥獣人物戯画　甲巻　部分（11/5 〜 24 展示）

国宝　鳥獣人物戯画　丁巻　部分（10/7 〜 11/3 展示） 国宝　鳥獣人物戯画　丙巻　部分（11/5 〜 24 展示）

 

3 

F- 

1  

陶
磁

【
京
焼
】

９
月
13
日
（
土
）〜
12
月

 23
日
（
火
・
祝
）

 

3 

F- 

2  

考
古

【
金
・
銀
・
銅
の
考
古
遺
宝
】

９
月
13
日
（
土
）〜
12
月

 23
日
（
火
・
祝
）

 

2 

F- 

1  

特
別
展
示
室
／
絵
巻

【
桃
山　

秀
吉
と
そ
の
周
辺
】

10
月
15
日
（
水
）〜
11
月
16
日
（
日
）

【
お
と
ぎ
草
紙
絵
巻
】

11
月
18
日
（
火
）〜
12
月

 23
日
（
火
・
祝
）

 

2 

F- 

2  

仏
画

【
密
教
信
仰
の
名
品
】

10
月
15
日
（
水
）〜
11
月
16
日
（
日
）

【
寺
社
縁
起
絵
】

11
月
18
日
（
火
）〜
12
月

 23
日
（
火
・
祝
）

 

2 

F- 

3  

中
世
絵
画

【
美
を
尽
く
す
─
着
色
花
鳥
画
─
】

10
月
15
日
（
水
）〜
11
月
16
日
（
日
）

　

花
鳥
画
に
は
墨
一
色
で
描
か
れ
る
も
の
と
濃
彩
や
淡
彩
を
施

す
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
華
や
か
さ
と
い
う
点
で
は
や
は
り
後

者
を
挙
げ
る
べ
き
で
し
ょ
う
。
咲
き
乱
れ
る
色
と
り
ど
り
の
草

花
と
、
そ
の
周
囲
で
戯
れ
る
鳥
た
ち
の
姿
を
見
て
い
る
と
、
ど

こ
か
心
が
癒
さ
れ
る
気
が
し
ま
す
。
本
展
示
で
は
、
雪
舟
の
代

表
作
「
四
季
花
鳥
図
屏
風
」
を
は
じ
め
室
町
時
代
に
制
作
さ
れ

た
着
色
花
鳥
画
の
名
品
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
が
、
そ
の
様
子

は
ま
る
で
お
互
い
が
美
を
競
い
合
っ
て
い
る
か
の
よ
う
で
す
。

【
文
人
た
ち
の
優
雅
な
営
み
】

11
月
18
日
（
火
）〜
12
月

 23
日
（
火
・
祝
）

 

2 

F- 

4  

近
世
絵
画

【
桃
山
画
壇
の
巨
匠
た
ち
】

10
月
15
日
（
水
）〜
11
月
16
日
（
日
）

【
池
大
雅
―
南
画
の
大
成
者
―
】

11
月
18
日
（
火
）〜
12
月

 23
日
（
火
・
祝
）

 

2 

F- 

5  

中
国
絵
画

【
明
清
絵
画
と
京
都
】

10
月
15
日
（
水
）〜
11
月
16
日
（
日
）

【
近
代
中
国
の
絵
画
】

11
月
18
日
（
火
）〜
12
月

 23
日
（
火
・
祝
）

 

1 

F- 

1  

彫
刻

【
京
都
の
平
安
・
鎌
倉
彫
刻
】

９
月
13
日
（
土
）〜
〜
12
月

 23
日
（
火
・
祝
）

　

平
安
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
の
京
都
周
辺
の
仏
像
を
展
示
し
ま

す
。
大
阪
・
天
野
山
金
剛
寺
の
本
尊
、
巨
大
な
大
日
如
来
坐
像

と
脇
侍
の
不
動
明
王
坐
像
が
圧
巻
で
す
。
大
日
如
来
像
は
平
安

貴
族
好
み
の
み
や
び
な
作
風
。
不
動
明
王
像
は
快
慶
の
弟
子
行

快
の
銘
文
が
発
見
さ
れ
た
鎌
倉
時
代
の
貴
重
な
作
例
で
す
。
法

然
上
人
の
念
持
仏
と
伝
わ
る
知
恩
院
の
穏
や
か
な
阿
弥
陀
如
来

立
像
、
上
人
の
一
周
忌
に
造
ら
れ
た
精
悍
な
阿
弥
陀
如
来
立
像

も
展
示
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
像
を
含
む
20
躯
ほ
ど
で
構
成
し
ま

す
。
平
安
時
代
と
鎌
倉
時
代
の
像
と
対
面
し
て
ど
の
よ
う
な
印

象
を
受
け
る
で
し
ょ
う
か
。
比
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

 

1 

F- 

2  

絵
巻
物
／
特
別
展
示
室

【
宮
廷
貴
族
の
信
仰
と
美
】

10
月
15
日
（
水
）〜
11
月
16
日
（
日
）

【
永
藤
一
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
〈
第
１
会
場
〉】

11
月
18
日
（
火
）〜
12
月

 21
日
（
日
）

　

昭
和
の
刀
剣
界
を
代
表
す
る
名
コ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
、
関
西

で
は
永
藤
一
氏
の
名
前
を
第
一
に
挙
げ
な
い
わ
け
に
は
い
き
ま

せ
ん
。
永
氏
は
医
学
博
士
と
し
て
製
薬
会
社
で
活
躍
し
、
業
界

で
「
永
の
名
前
を
知
ら
な
い
の
は
モ
グ
リ
」
と
ま
で
い
わ
れ
た

敏
腕
で
あ
る
と
同
時
に
、
稀
代
の
愛
刀
家
で
も
あ
り
ま
し
た
。

同
氏
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
全
作
品
を
一
挙
に
公
開
す
る
初
の
展
示

と
な
り
ま
す
。

 

1 

F- 

3  

書
跡

【
料
紙
装
飾
】

10
月
15
日
（
水
）〜
11
月
16
日
（
日
）

　
「
書
」
の
世
界
に
お
い
て
、
多
く
の
人
を
魅
了
す
る
も
の
に
、

き
れ
い
に
装
飾
さ
れ
た
料
紙
が
あ
り
ま
す
。
技
術
の
粋
を
集
め

て
作
ら
れ
た
紙
と
、
い
に
し
え
の
名
筆
た
ち
が
馳
せ
た
書
と
が

一
体
に
な
っ
た
作
品
は
、
ま
さ
し
く
総
合
芸
術
と
言
っ
て
も
よ

い
で
し
ょ
う
。
さ
ま
ざ
ま
な
時
代
、
そ
し
て
種
類
の
装
飾
を
ご

覧
い
た
だ
き
、
日
本
人
が
育
ん
で
き
た
美
意
識
を
実
感
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

【
高
僧
の
書
】

11
月
18
日
（
火
）〜
12
月

 23
日
（
火
・
祝
）

 

1 

F- 

4  

染
織

【
神
と
仏
の
染
織
】

10
月

 21
日
（
火
）〜
11
月
16
日
（
日
）

【
袈
裟
と
名
物
裂 

―
舶
載
さ
れ
た
染
織
―
】

11
月
19
日
（
水
）〜
12
月

 23
日
（
火
・
祝
）

 

1 

F- 

5  

金
工

【
秀
吉
の
愛
し
た
天
下
三
作

―
吉
光
・
正
宗
・
義
弘
―
】

10
月
15
日
（
水
）〜
11
月
16
日
（
日
）

【
永
藤
一
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
〈
第
２
会
場
〉】

11
月
18
日
（
火
）〜

  1 
月
12
日
（
月
・
祝
）

 

1 

F- 

6  

漆
工

【
桃
山
時
代
の
華　

高
台
寺
蒔
絵
】

10
月

 21
日
（
火
）〜
11
月
24
日
（
月
・
祝
）

【
南
蛮
漆
器
と
紅
毛
漆
器
】

11
月
26
日
（
水
）〜

  1 
月
12
日
（
月
・
祝
）

　

桃
山
時
代
、
ス
ペ
イ
ン
や
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
船
で
来
日
し
た
カ

ト
リ
ッ
ク
宣
教
師
や
商
人
た
ち
は
、
堅
牢
で
美
し
い
日
本
の
漆

器
を
気
に
入
り
、
宗
教
用
具
や
貿
易
用
の
商
品
を
注
文
し
ま
し

た
。
彼
ら
の
た
め
に
単
純
な
平
蒔
絵
と
螺
鈿
を
組
み
合
わ
せ
、

余
白
を
残
さ
ず
に
文
様
を
描
い
た
輸
出
漆
器
は
、「
南
蛮
人
」

に
ち
な
み
「
南
蛮
漆
器
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。
後
に
鎖
国
体
制
が

整
い
、
オ
ラ
ン
ダ
人
が
貿
易
の
担
い
手
と
な
る
頃
、
輸
出
漆
器

の
様
式
も
変
化
し
ま
す
。
黒
漆
地
に
高
蒔
絵
も
用
い
る
新
様
式

は
「
紅
毛
漆
器
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。
京
都
か
ら
世
界
へ
羽
ば
た

い
て
い
っ
た
華
や
か
な
漆
器
が
勢
揃
い
し
ま
す
。

重要文化財　四季花鳥図屏風　雪舟筆　京都国立博物館蔵（10/15 〜 11/16 展示）

特
別
展
覧
会 

修
理
完
成
記
念

平
成
知
新
館

名
品
ギ
ャ
ラ
リ
ー



    

国
宝 

鳥
獣
戯
画
と
高
山
寺

10 
月
7
日
（
水
）〜
11
月
24
日
（
月
・
祝
）

【
明
治
古
都
館
】

　

絵
巻
の
中
で
も
最
も
よ
く
親
し
ま
れ
、「M

anga

」の
ル
ー

ツ
と
見
な
さ
れ
て
世
界
的
に
も
知
ら
れ
て
い
る
、
国
宝
「
鳥
獣

人
物
戯
画
」
四
巻
（
高
山
寺
蔵
）は
、
朝
日
新
聞
文
化
財
団
の
助

成
に
よ
っ
て
平
成
二
十
一
年（
二
〇
〇
九
）か
ら
修
理
が
行
わ
れ
、

こ
の
度
、
平
成
二
十
五
年（
二
〇
一
三
）
３
月
を
も
っ
て
無
事

に
修
理
が
完
了
し
ま
し
た
。
修
理
過
程
に
お
い
て
、
四
巻
の
う

ち
丙
巻
が
も
と
の
表
裏
を
相
剥
し
、
そ
れ
を
繋
い
で
一
巻
と
し

て
い
た
と
い
う
新
知
見
が
得
ら
れ
た
こ
と
な
ど
は
、
実
に
大
き

な
成
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

高
山
寺
は
、
日
本
仏
教
史
上
で
も
有
名
な
鎌
倉
時
代
の
華
厳

宗
の
僧
、
明
恵
上
人
（
一
一
七
三
―
一
二
三
二
）
ゆ
か
り
の
古

刹
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
業
績
は
、
華
厳
密
教
の
確
立
と
い
う
教

学
の
み
な
ら
ず
、
自
ら
の
夢
を
綴
っ
た
「
夢
記
」
や
国
宝
「
華

厳
宗
祖
師
絵
伝
（
華
厳
縁
起
）」
が
新
羅
の
華
厳
僧
、
元が

ん
ぎ
ょ
う暁
と

義ぎ
し
ょ
う湘
の
二
人
を
追
慕
し
て
制
作
さ
れ
る
な
ど
、
幅
広
く
文
化
的

な
活
動
を
行
っ
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
特
別
展
覧
会
は
、
修
理
後
の
国
宝
「
鳥
獣
人
物
戯
画
」

四
巻
を
初
め
て
お
披
露
目
し
、
合
わ
せ
て
明
恵
上
人
ゆ
か
り
の

高
山
寺
に
伝
わ
る
名
宝
の
数
々
を
公
開
す
る
も
の
で
す
。
全
体

の
構
成
は
、「
高
山
寺
の
開
創
―
華
厳
興
隆
の
道
場
―
」「
明
恵

上
人
―
人
と
思
想
―
」「
高
山
寺
の
典
籍
―
写
本
・
版
本
の
収

蔵
―
」「
鳥
獣
人
物
戯
画
―
楽
し
さ
あ
ふ
れ
る
絵
巻
―
」
の
四

章
仕
立
て
、
作
品
件
数
は
八
四
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

第
一
章
「
高
山
寺
の
開
創
―
華
厳
興
隆
の
道
場
―
」
で
は
、

明
恵
上
人
に
よ
る
高
山
寺
の
開
創
に
関
連
し
た
作
品
を
中
心
に

構
成
し
て
い
ま
す
。
中
で
も
、
後
鳥
羽
院
宸
翰
と
伝
え
ら
れ
、

石
水
院
の
南
縁
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
「
日
出
先
照
高
山
之
寺
」

の
額
が
初
め
て
展
覧
会
で
展
示
さ
れ
ま
す
。

　

第
二
章
「
明
恵
上
人
―
人
と
思
想
―
」
で
は
、
華
厳
密
教
の

教
義
と
実
践
法
を
確
立
し
、
篤
く
釈
迦
を
思
慕
し
、
天
竺
に
思

い
を
馳
せ
、
自
ら
の
夢
を
綴
り
、
数
多
い
和
歌
も
詠
ん
だ
明
恵

上
人
の
事
績
を
辿
り
ま
す
。
新
羅
の
華
厳
僧
、
元
暁
と
義
湘
の

二
人
を
追
慕
し
て
作
ら
れ
た
国
宝
「
華
厳
宗
祖
師
絵
伝
（
華
厳

縁
起
）」
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

　

第
三
章
「
高
山
寺
の
典
籍
―
写
本
・
版
本
の
収
蔵
―
」
で
は
、

唐
時
代
の
写
本
で
あ
る
『
冥
報
記
』
や
『
玉
篇
』、
さ
ら
に
は

北
宋
刊
本
で
中
国
の
農
業
書
と
し
て
知
ら
れ
る
『
斉
民
要
術
』

や
南
宋
刊
本
の
『
法
蔵
和
尚
伝
』
な
ど
、
中
国
の
唐
時
代
か
ら

宋
時
代
の
典
籍
類
が
見
ど
こ
ろ
で
す
。
ま
た
近
年
、
愛
知
県
南

知
多
町
の
岩
屋
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
宋
版
一
切
経
（
重
文
）

が
高
山
寺
か
ら
移
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
特
別
に
そ
の
中
か
ら
二
帖
を
展
示
し
ま
す
。

　

第
四
章
「
鳥
獣
人
物
戯
画
―
楽
し
さ
あ
ふ
れ
る
絵
巻
―
」

は
、
本
展
覧
会
の
最
大
の
見
ど
こ
ろ
、
修
理
が
終
了
し
て
甦
っ

た
「
鳥
獣
人
物
戯
画
」
四
巻
を
堪
能
し
て
頂
き
ま
す
。
甲
・

乙
・
丙
・
丁
の
四
巻
が
揃
う
の
は
、
当
館
で
は
昭
和
五
十
六
年

（
一
九
八
一
）
の
「
高
山
寺
展
」
以
来
、
三
十
三
年
ぶ
り
の
こ

と
で
す
。

　

ど
う
ぞ
、
世
界
的
に
も
知
ら
れ
て
い
る
「
鳥
獣
戯
画
」
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
赤
尾
栄
慶
）

国宝　仏眼仏母像（10/7 〜 11/3 展示）

国宝　鳥獣人物戯画　乙巻　部分（11/5 〜 24 展示）

国宝　鳥獣人物戯画　丁巻　部分（10/7 〜 11/3 展示）国宝　明恵上人像（樹上坐禅像）
（10/7 〜 11/3 展示）

重要文化財　子犬

国宝　華厳宗祖師絵伝（華厳縁起）巻第三　部分（11/5 〜 24 展示）

「日出先照高山之寺」額

 

3 

F- 

1  

陶
磁

【
京
焼
】

９
月
13
日
（
土
）〜
12
月

 23
日
（
火
・
祝
）

 

3 

F- 

2  

考
古

【
金
・
銀
・
銅
の
考
古
遺
宝
】

９
月
13
日
（
土
）〜
12
月

 23
日
（
火
・
祝
）

 

2 

F- 

1  

特
別
展
示
室
／
絵
巻

【
桃
山　

秀
吉
と
そ
の
周
辺
】

10
月
15
日
（
水
）〜
11
月
16
日
（
日
）

【
お
と
ぎ
草
紙
絵
巻
】

11
月
18
日
（
火
）〜
12
月

 23
日
（
火
・
祝
）

 

2 

F- 

2  

仏
画

【
密
教
信
仰
の
名
品
】

10
月
15
日
（
水
）〜
11
月
16
日
（
日
）

【
寺
社
縁
起
絵
】

11
月
18
日
（
火
）〜
12
月

 23
日
（
火
・
祝
）

 

2 

F- 

3  

中
世
絵
画

【
美
を
尽
く
す
─
着
色
花
鳥
画
─
】

10
月
15
日
（
水
）〜
11
月
16
日
（
日
）

　

花
鳥
画
に
は
墨
一
色
で
描
か
れ
る
も
の
と
濃
彩
や
淡
彩
を
施

す
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
華
や
か
さ
と
い
う
点
で
は
や
は
り
後

者
を
挙
げ
る
べ
き
で
し
ょ
う
。
咲
き
乱
れ
る
色
と
り
ど
り
の
草

花
と
、
そ
の
周
囲
で
戯
れ
る
鳥
た
ち
の
姿
を
見
て
い
る
と
、
ど

こ
か
心
が
癒
さ
れ
る
気
が
し
ま
す
。
本
展
示
で
は
、
雪
舟
の
代

表
作
「
四
季
花
鳥
図
屏
風
」
を
は
じ
め
室
町
時
代
に
制
作
さ
れ

た
着
色
花
鳥
画
の
名
品
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
が
、
そ
の
様
子

は
ま
る
で
お
互
い
が
美
を
競
い
合
っ
て
い
る
か
の
よ
う
で
す
。

【
文
人
た
ち
の
優
雅
な
営
み
】

11
月
18
日
（
火
）〜
12
月

 23
日
（
火
・
祝
）

 

2 

F- 

4  

近
世
絵
画

【
桃
山
画
壇
の
巨
匠
た
ち
】

10
月
15
日
（
水
）〜
11
月
16
日
（
日
）

【
池
大
雅
―
南
画
の
大
成
者
―
】

11
月
18
日
（
火
）〜
12
月

 23
日
（
火
・
祝
）

 

2 

F- 

5  

中
国
絵
画

【
明
清
絵
画
と
京
都
】

10
月
15
日
（
水
）〜
11
月
16
日
（
日
）

【
近
代
中
国
の
絵
画
】

11
月
18
日
（
火
）〜
12
月

 23
日
（
火
・
祝
）

 

1 

F- 

1  

彫
刻

【
京
都
の
平
安
・
鎌
倉
彫
刻
】

９
月
13
日
（
土
）〜
〜
12
月

 23
日
（
火
・
祝
）

　

平
安
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
の
京
都
周
辺
の
仏
像
を
展
示
し
ま

す
。
大
阪
・
天
野
山
金
剛
寺
の
本
尊
、
巨
大
な
大
日
如
来
坐
像

と
脇
侍
の
不
動
明
王
坐
像
が
圧
巻
で
す
。
大
日
如
来
像
は
平
安

貴
族
好
み
の
み
や
び
な
作
風
。
不
動
明
王
像
は
快
慶
の
弟
子
行

快
の
銘
文
が
発
見
さ
れ
た
鎌
倉
時
代
の
貴
重
な
作
例
で
す
。
法

然
上
人
の
念
持
仏
と
伝
わ
る
知
恩
院
の
穏
や
か
な
阿
弥
陀
如
来

立
像
、
上
人
の
一
周
忌
に
造
ら
れ
た
精
悍
な
阿
弥
陀
如
来
立
像

も
展
示
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
像
を
含
む
20
躯
ほ
ど
で
構
成
し
ま

す
。
平
安
時
代
と
鎌
倉
時
代
の
像
と
対
面
し
て
ど
の
よ
う
な
印

象
を
受
け
る
で
し
ょ
う
か
。
比
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

 

1 

F- 
2  
絵
巻
物
／
特
別
展
示
室

【
宮
廷
貴
族
の
信
仰
と
美
】

10
月
15
日
（
水
）〜
11
月
16
日
（
日
）

【
永
藤
一
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
〈
第
１
会
場
〉】

11
月
18
日
（
火
）〜
12
月

 21
日
（
日
）

　

昭
和
の
刀
剣
界
を
代
表
す
る
名
コ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
、
関
西

で
は
永
藤
一
氏
の
名
前
を
第
一
に
挙
げ
な
い
わ
け
に
は
い
き
ま

せ
ん
。
永
氏
は
医
学
博
士
と
し
て
製
薬
会
社
で
活
躍
し
、
業
界

で
「
永
の
名
前
を
知
ら
な
い
の
は
モ
グ
リ
」
と
ま
で
い
わ
れ
た

敏
腕
で
あ
る
と
同
時
に
、
稀
代
の
愛
刀
家
で
も
あ
り
ま
し
た
。

同
氏
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
全
作
品
を
一
挙
に
公
開
す
る
初
の
展
示

と
な
り
ま
す
。

 

1 

F- 

3  

書
跡

【
料
紙
装
飾
】

10
月
15
日
（
水
）〜
11
月
16
日
（
日
）

　
「
書
」
の
世
界
に
お
い
て
、
多
く
の
人
を
魅
了
す
る
も
の
に
、

き
れ
い
に
装
飾
さ
れ
た
料
紙
が
あ
り
ま
す
。
技
術
の
粋
を
集
め

て
作
ら
れ
た
紙
と
、
い
に
し
え
の
名
筆
た
ち
が
馳
せ
た
書
と
が

一
体
に
な
っ
た
作
品
は
、
ま
さ
し
く
総
合
芸
術
と
言
っ
て
も
よ

い
で
し
ょ
う
。
さ
ま
ざ
ま
な
時
代
、
そ
し
て
種
類
の
装
飾
を
ご

覧
い
た
だ
き
、
日
本
人
が
育
ん
で
き
た
美
意
識
を
実
感
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

【
高
僧
の
書
】

11
月
18
日
（
火
）〜
12
月

 23
日
（
火
・
祝
）

 

1 

F- 

4  

染
織

【
神
と
仏
の
染
織
】

10
月

 21
日
（
火
）〜
11
月
16
日
（
日
）

【
袈
裟
と
名
物
裂 

―
舶
載
さ
れ
た
染
織
―
】

11
月
19
日
（
水
）〜
12
月

 23
日
（
火
・
祝
）

 

1 

F- 

5  

金
工

【
秀
吉
の
愛
し
た
天
下
三
作

―
吉
光
・
正
宗
・
義
弘
―
】

10
月
15
日
（
水
）〜
11
月
16
日
（
日
）

【
永
藤
一
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
〈
第
２
会
場
〉】

11
月
18
日
（
火
）〜
12
月

 23
日
（
火
・
祝
）

 

1 

F- 

6  

漆
工

【
桃
山
時
代
の
華　

高
台
寺
蒔
絵
】

10
月

 21
日
（
火
）〜
11
月
24
日
（
月
・
祝
）

【
南
蛮
漆
器
と
紅
毛
漆
器
】

11
月
26
日
（
水
）〜
12
月

 23
日
（
火
・
祝
）

　

桃
山
時
代
、
ス
ペ
イ
ン
や
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
船
で
来
日
し
た
カ

ト
リ
ッ
ク
宣
教
師
や
商
人
た
ち
は
、
堅
牢
で
美
し
い
日
本
の
漆

器
を
気
に
入
り
、
宗
教
用
具
や
貿
易
用
の
商
品
を
注
文
し
ま
し

た
。
彼
ら
の
た
め
に
単
純
な
平
蒔
絵
と
螺
鈿
を
組
み
合
わ
せ
、

余
白
を
残
さ
ず
に
文
様
を
描
い
た
輸
出
漆
器
は
、「
南
蛮
人
」

に
ち
な
み
「
南
蛮
漆
器
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。
後
に
鎖
国
体
制
が

整
い
、
オ
ラ
ン
ダ
人
が
貿
易
の
担
い
手
と
な
る
頃
、
輸
出
漆
器

の
様
式
も
変
化
し
ま
す
。
黒
漆
地
に
高
蒔
絵
も
用
い
る
新
様
式

は
「
紅
毛
漆
器
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。
京
都
か
ら
世
界
へ
翔
い
て

い
っ
た
華
や
か
な
漆
器
が
勢
揃
い
し
ま
す
。

重要文化財　四季花鳥図屏風　雪舟筆　京都国立博物館蔵（10/15 〜 11/16 展示）



　

平
安
時
代
か
ら
現
在
に
い
た
る
ま
で
、
長
き
に
わ
た
る
「
と

き
」
を
育
ん
で
き
た
京
都
。
随
所
に
そ
の
足
跡
が
の
こ
り
、
歴

史
を
生
で
体
感
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
ひ
じ
ょ
う
に
大
き

な
魅
力
で
す
。
こ
れ
は
、
京
都
国
立
博
物
館
と
て
例
外
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
西
側
の
巨
大
な
石
塁
、
九
月
に
開
館
し
た
ば
か
り

の
平
成
知
新
館
に
設
置
さ
れ
た
遺
構
表
示
が
物
語
る
よ
う
に
、

か
つ
て
「
天
下
人
」
豊
臣
秀
吉
（
一
五
三
七
～
九
八
）
が
巨
大

な
大
仏
を
安
置
す
る
た
め
に
建
立
し
た
方
広
寺
の
一
部
で
あ
っ

た
の
で
す
。

　

目
を
館
外
に
転
じ
て
も
、
わ
ず
か
三
歳
に
し
て
夭
逝
し
た
愛

児
・
棄
丸
（
鶴
松
）
の
冥
福
を
祈
る
た
め
、
秀
吉
は
い
ま
の
智

積
院
の
あ
た
り
に
祥
雲
寺
を
建
立
し
、
ゆ
か
り
の
品
々
を
安
置

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）
八
月
に
没
す

る
と
、
遺
骸
は
阿
弥
陀
ヶ
峰
に
葬
ら
れ
、
山
麓
に
造
営
さ
れ
た

豊
国
社
に
神
と
し
て
祀
ら
れ
る
の
で
す
。
こ
う
考
え
る
と
、
当

館
は
秀
吉
の
見
果
て
ぬ
夢
と
思
い
出
が
つ
ま
っ
た
故
地
に
建
て

ら
れ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
た
び
の
特
別
展
示
で
は
、
当
館
と
秀
吉
と
の
深
い
縁
に

か
ん
が
み
、
肖
像
画
を
は
じ
め
、
自
筆
の
手
紙
や
所
用
の
衣
服

な
ど
、
関
連
す
る
作
品
を
数
多
く
公
開
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
ら

を
あ
わ
せ
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
華
や
か
で
豪
壮
な
桃
山
時
代

の
文
化
に
加
え
、
壮
大
な
理
想
を
描
い
た
秀
吉
の
「
天
下
人
」

と
し
て
の
面
か
ら
、
子
煩
悩
で
家
庭
的
な
面
と
い
っ
た
意
外
な

す
が
た
ま
で
を
発
見
で
き
る
に
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
う
ぞ
、

い
ま
な
お
息
づ
く
歴
史
と
、
美
術
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
羽
田　

聡
）

平
成
知
新
館
オ
ー
プ
ン
記
念
展

重要文化財　善妙神立像

重要文化財　夢記

重要文化財　子犬

国宝　冥報記

国宝　華厳宗祖師絵伝（華厳縁起）巻第三　部分（11/5 〜 24 展示）

「日出先照高山之寺」額

 

3 

F- 

1  

陶
磁

【
京
焼
】

９
月
13
日
（
土
）〜
12
月

 23
日
（
火
・
祝
）

 

3 

F- 

2  

考
古

【
金
・
銀
・
銅
の
考
古
遺
宝
】

９
月
13
日
（
土
）〜
12
月

 23
日
（
火
・
祝
）

 

2 

F- 

1  

特
別
展
示
室
／
絵
巻

【
桃
山　

秀
吉
と
そ
の
周
辺
】

10
月
15
日
（
水
）〜
11
月
16
日
（
日
）

【
お
と
ぎ
草
紙
絵
巻
】

11
月
18
日
（
火
）〜
12
月

 23
日
（
火
・
祝
）

 

2 

F- 

2  

仏
画

【
密
教
信
仰
の
名
品
】

10
月
15
日
（
水
）〜
11
月
16
日
（
日
）

【
寺
社
縁
起
絵
】

11
月
18
日
（
火
）〜
12
月

 23
日
（
火
・
祝
）

 

2 

F- 

3  

中
世
絵
画

【
美
を
尽
く
す
─
着
色
花
鳥
画
─
】

10
月
15
日
（
水
）〜
11
月
16
日
（
日
）

　

花
鳥
画
に
は
墨
一
色
で
描
か
れ
る
も
の
と
濃
彩
や
淡
彩
を
施

す
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
華
や
か
さ
と
い
う
点
で
は
や
は
り
後

者
を
挙
げ
る
べ
き
で
し
ょ
う
。
咲
き
乱
れ
る
色
と
り
ど
り
の
草

花
と
、
そ
の
周
囲
で
戯
れ
る
鳥
た
ち
の
姿
を
見
て
い
る
と
、
ど

こ
か
心
が
癒
さ
れ
る
気
が
し
ま
す
。
本
展
示
で
は
、
雪
舟
の
代

表
作
「
四
季
花
鳥
図
屏
風
」
を
は
じ
め
室
町
時
代
に
制
作
さ
れ

た
着
色
花
鳥
画
の
名
品
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
が
、
そ
の
様
子

は
ま
る
で
お
互
い
が
美
を
競
い
合
っ
て
い
る
か
の
よ
う
で
す
。

【
文
人
た
ち
の
優
雅
な
営
み
】

11
月
18
日
（
火
）〜
12
月

 23
日
（
火
・
祝
）

 

2 

F- 

4  

近
世
絵
画

【
桃
山
画
壇
の
巨
匠
た
ち
】

10
月
15
日
（
水
）〜
11
月
16
日
（
日
）

【
池
大
雅
―
南
画
の
大
成
者
―
】

11
月
18
日
（
火
）〜
12
月

 23
日
（
火
・
祝
）

 

2 

F- 

5  

中
国
絵
画

【
明
清
絵
画
と
京
都
】

10
月
15
日
（
水
）〜
11
月
16
日
（
日
）

【
近
代
中
国
の
絵
画
】

11
月
18
日
（
火
）〜
12
月

 23
日
（
火
・
祝
）

 

1 

F- 

1  

彫
刻

【
京
都
の
平
安
・
鎌
倉
彫
刻
】

９
月
13
日
（
土
）〜
〜
12
月

 23
日
（
火
・
祝
）

　

平
安
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
の
京
都
周
辺
の
仏
像
を
展
示
し
ま

す
。
大
阪
・
天
野
山
金
剛
寺
の
本
尊
、
巨
大
な
大
日
如
来
坐
像

と
脇
侍
の
不
動
明
王
坐
像
が
圧
巻
で
す
。
大
日
如
来
像
は
平
安

貴
族
好
み
の
み
や
び
な
作
風
。
不
動
明
王
像
は
快
慶
の
弟
子
行

快
の
銘
文
が
発
見
さ
れ
た
鎌
倉
時
代
の
貴
重
な
作
例
で
す
。
法

然
上
人
の
念
持
仏
と
伝
わ
る
知
恩
院
の
穏
や
か
な
阿
弥
陀
如
来

立
像
、
上
人
の
一
周
忌
に
造
ら
れ
た
精
悍
な
阿
弥
陀
如
来
立
像

も
展
示
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
像
を
含
む
20
躯
ほ
ど
で
構
成
し
ま

す
。
平
安
時
代
と
鎌
倉
時
代
の
像
と
対
面
し
て
ど
の
よ
う
な
印

象
を
受
け
る
で
し
ょ
う
か
。
比
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

 

1 

F- 

2  

絵
巻
物
／
特
別
展
示
室

【
宮
廷
貴
族
の
信
仰
と
美
】

10
月
15
日
（
水
）〜
11
月
16
日
（
日
）

【
永
藤
一
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
〈
第
１
会
場
〉】

11
月
18
日
（
火
）〜
12
月

 21
日
（
日
）

　

昭
和
の
刀
剣
界
を
代
表
す
る
名
コ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
、
関
西

で
は
永
藤
一
氏
の
名
前
を
第
一
に
挙
げ
な
い
わ
け
に
は
い
き
ま

せ
ん
。
永
氏
は
医
学
博
士
と
し
て
製
薬
会
社
で
活
躍
し
、
業
界

で
「
永
の
名
前
を
知
ら
な
い
の
は
モ
グ
リ
」
と
ま
で
い
わ
れ
た

敏
腕
で
あ
る
と
同
時
に
、
稀
代
の
愛
刀
家
で
も
あ
り
ま
し
た
。

同
氏
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
全
作
品
を
一
挙
に
公
開
す
る
初
の
展
示

と
な
り
ま
す
。

 

1 

F- 

3  

書
跡

【
料
紙
装
飾
】

10
月
15
日
（
水
）〜
11
月
16
日
（
日
）

　
「
書
」
の
世
界
に
お
い
て
、
多
く
の
人
を
魅
了
す
る
も
の
に
、

き
れ
い
に
装
飾
さ
れ
た
料
紙
が
あ
り
ま
す
。
技
術
の
粋
を
集
め

て
作
ら
れ
た
紙
と
、
い
に
し
え
の
名
筆
た
ち
が
馳
せ
た
書
と
が

一
体
に
な
っ
た
作
品
は
、
ま
さ
し
く
総
合
芸
術
と
言
っ
て
も
よ

い
で
し
ょ
う
。
さ
ま
ざ
ま
な
時
代
、
そ
し
て
種
類
の
装
飾
を
ご

覧
い
た
だ
き
、
日
本
人
が
育
ん
で
き
た
美
意
識
を
実
感
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

【
高
僧
の
書
】

11
月
18
日
（
火
）〜
12
月

 23
日
（
火
・
祝
）

 

1 

F- 

4  

染
織

【
神
と
仏
の
染
織
】

10
月

 21
日
（
火
）〜
11
月
16
日
（
日
）

【
袈
裟
と
名
物
裂 

―
舶
載
さ
れ
た
染
織
―
】

11
月
19
日
（
水
）〜
12
月

 23
日
（
火
・
祝
）

 
1 
F- 

5  

金
工

【
秀
吉
の
愛
し
た
天
下
三
作

―
吉
光
・
正
宗
・
義
弘
―
】

10
月
15
日
（
水
）〜
11
月
16
日
（
日
）

【
永
藤
一
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
〈
第
２
会
場
〉】

11
月
18
日
（
火
）〜

  1 
月
12
日
（
月
・
祝
）

 

1 

F- 

6  

漆
工

【
桃
山
時
代
の
華　

高
台
寺
蒔
絵
】

10
月

 21
日
（
火
）〜
11
月
24
日
（
月
・
祝
）

【
南
蛮
漆
器
と
紅
毛
漆
器
】

11
月
26
日
（
水
）〜

  1 
月
12
日
（
月
・
祝
）

　

桃
山
時
代
、
ス
ペ
イ
ン
や
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
船
で
来
日
し
た
カ

ト
リ
ッ
ク
宣
教
師
や
商
人
た
ち
は
、
堅
牢
で
美
し
い
日
本
の
漆

器
を
気
に
入
り
、
宗
教
用
具
や
貿
易
用
の
商
品
を
注
文
し
ま
し

た
。
彼
ら
の
た
め
に
単
純
な
平
蒔
絵
と
螺
鈿
を
組
み
合
わ
せ
、

余
白
を
残
さ
ず
に
文
様
を
描
い
た
輸
出
漆
器
は
、「
南
蛮
人
」

に
ち
な
み
「
南
蛮
漆
器
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。
後
に
鎖
国
体
制
が

整
い
、
オ
ラ
ン
ダ
人
が
貿
易
の
担
い
手
と
な
る
頃
、
輸
出
漆
器

の
様
式
も
変
化
し
ま
す
。
黒
漆
地
に
高
蒔
絵
も
用
い
る
新
様
式

は
「
紅
毛
漆
器
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。
京
都
か
ら
世
界
へ
羽
ば
た

い
て
い
っ
た
華
や
か
な
漆
器
が
勢
揃
い
し
ま
す
。

【
観
覧
料
】

一
般　
　

１
５
０
０
円
（
１
３
０
０
／
１
２
０
０
円
）

大
学
生　

１
２
０
０
円
（
１
０
０
０
／
９
０
０
円
）

高
校
生　

９
０
０
円
（
７
０
０
／
６
０
０
円
）

中
学
生
以
下
無
料

＊
（　

）
内
の
料
金
は
前
売
り
／
団
体
２
０
名
以
上

＊
本
料
金
で
平
成
知
新
館
で
の
「
京
へ
の
い
ざ
な
い
」
展
も

あ
わ
せ
て
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

重要文化財　刀
銘  長會禰興里入道乕徹

（11/18 〜 12/21展示）

重要文化財　神鹿

※以上すべて高山寺所蔵
※展示作品、または展示場面の変更を次の日程で行います。
　前期：10月 7日〜 11月3日　後期：11月5日〜 11月24日



　

平
安
時
代
か
ら
現
在
に
い
た
る
ま
で
、
長
き
に
わ
た
る
「
と

き
」
を
育
ん
で
き
た
京
都
。
随
所
に
そ
の
足
跡
が
の
こ
り
、
歴

史
を
生
で
体
感
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
ひ
じ
ょ
う
に
大
き

な
魅
力
で
す
。
こ
れ
は
、
京
都
国
立
博
物
館
と
て
例
外
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
西
側
の
巨
大
な
石
塁
、
九
月
に
開
館
し
た
ば
か
り

の
平
成
知
新
館
に
設
置
さ
れ
た
遺
構
表
示
が
物
語
る
よ
う
に
、

か
つ
て
「
天
下
人
」
豊
臣
秀
吉
（
一
五
三
七
～
九
八
）
が
巨
大

な
大
仏
を
安
置
す
る
た
め
に
建
立
し
た
方
広
寺
の
一
部
で
あ
っ

た
の
で
す
。

　

目
を
館
外
に
転
じ
て
も
、
わ
ず
か
三
歳
に
し
て
夭
逝
し
た
愛

児
・
棄
丸
（
鶴
松
）
の
冥
福
を
祈
る
た
め
、
秀
吉
は
い
ま
の
智

積
院
の
あ
た
り
に
祥
雲
寺
を
建
立
し
、
ゆ
か
り
の
品
々
を
安
置

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）
八
月
に
没
す

る
と
、
遺
骸
は
阿
弥
陀
ヶ
峰
に
葬
ら
れ
、
山
麓
に
造
営
さ
れ
た

豊
国
社
に
神
と
し
て
祀
ら
れ
る
の
で
す
。
こ
う
考
え
る
と
、
当

館
は
秀
吉
の
見
果
て
ぬ
夢
と
思
い
出
が
つ
ま
っ
た
故
地
に
建
て

ら
れ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
た
び
の
特
別
展
示
で
は
、
当
館
と
秀
吉
と
の
深
い
縁
に

か
ん
が
み
、
肖
像
画
を
は
じ
め
、
自
筆
の
手
紙
や
所
用
の
衣
服

な
ど
、
関
連
す
る
作
品
を
数
多
く
公
開
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
ら

を
あ
わ
せ
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
華
や
か
で
豪
壮
な
桃
山
時
代

の
文
化
に
加
え
、
壮
大
な
理
想
を
描
い
た
秀
吉
の
「
天
下
人
」

と
し
て
の
面
か
ら
、
子
煩
悩
で
家
庭
的
な
面
と
い
っ
た
意
外
な

す
が
た
ま
で
を
発
見
で
き
る
に
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
う
ぞ
、

い
ま
な
お
息
づ
く
歴
史
と
、
美
術
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
羽
田　

聡
）

平
成
知
新
館
オ
ー
プ
ン
記
念
展

10 
月

15 
日
（
水
）〜
11
月

16 
日
（
日
）

【
平
成
知
新
館
２
Ｆ
─
１
】

桃
山 

秀
吉
と

　
　
　
そ
の
周
辺

重要文化財　豊臣秀吉像　玄圃霊三等賛
西教寺

重要文化財　薙刀直シ刀　伝吉光　豊国神社
（1F-5〈金工〉「秀吉の愛した天下三作」にて展示）

重要文化財　鳥獣文様陣羽織　豊臣秀吉所用　高台寺

重要文化財　豊臣棄丸所用小形武具のうち　妙心寺

 

3 

F- 

1  

陶
磁

【
京
焼
】

９
月
13
日
（
土
）〜
12
月

 23
日
（
火
・
祝
）

 

3 

F- 

2  

考
古

【
金
・
銀
・
銅
の
考
古
遺
宝
】

９
月
13
日
（
土
）〜
12
月

 23
日
（
火
・
祝
）

 

2 

F- 

1  

特
別
展
示
室
／
絵
巻

【
桃
山　

秀
吉
と
そ
の
周
辺
】

10
月
15
日
（
水
）〜
11
月
16
日
（
日
）

【
お
と
ぎ
草
紙
絵
巻
】

11
月
18
日
（
火
）〜
12
月

 23
日
（
火
・
祝
）

 

2 

F- 

2  

仏
画

【
密
教
信
仰
の
名
品
】

10
月
15
日
（
水
）〜
11
月
16
日
（
日
）

【
寺
社
縁
起
絵
】

11
月
18
日
（
火
）〜
12
月

 23
日
（
火
・
祝
）

 

2 

F- 

3  

中
世
絵
画

【
美
を
尽
く
す
─
着
色
花
鳥
画
─
】

10
月
15
日
（
水
）〜
11
月
16
日
（
日
）

　

花
鳥
画
に
は
墨
一
色
で
描
か
れ
る
も
の
と
濃
彩
や
淡
彩
を
施

す
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
華
や
か
さ
と
い
う
点
で
は
や
は
り
後

者
を
挙
げ
る
べ
き
で
し
ょ
う
。
咲
き
乱
れ
る
色
と
り
ど
り
の
草

花
と
、
そ
の
周
囲
で
戯
れ
る
鳥
た
ち
の
姿
を
見
て
い
る
と
、
ど

こ
か
心
が
癒
さ
れ
る
気
が
し
ま
す
。
本
展
示
で
は
、
雪
舟
の
代

表
作
「
四
季
花
鳥
図
屏
風
」
を
は
じ
め
室
町
時
代
に
制
作
さ
れ

た
着
色
花
鳥
画
の
名
品
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
が
、
そ
の
様
子

は
ま
る
で
お
互
い
が
美
を
競
い
合
っ
て
い
る
か
の
よ
う
で
す
。

【
文
人
た
ち
の
優
雅
な
営
み
】

11
月
18
日
（
火
）〜
12
月

 23
日
（
火
・
祝
）

 

2 

F- 

4  

近
世
絵
画

【
桃
山
画
壇
の
巨
匠
た
ち
】

10
月
15
日
（
水
）〜
11
月
16
日
（
日
）

【
池
大
雅
―
南
画
の
大
成
者
―
】

11
月
18
日
（
火
）〜
12
月

 23
日
（
火
・
祝
）

 

2 

F- 

5  

中
国
絵
画

【
明
清
絵
画
と
京
都
】

10
月
15
日
（
水
）〜
11
月
16
日
（
日
）

【
近
代
中
国
の
絵
画
】

11
月
18
日
（
火
）〜
12
月

 23
日
（
火
・
祝
）

 

1 

F- 

1  

彫
刻

【
京
都
の
平
安
・
鎌
倉
彫
刻
】

９
月
13
日
（
土
）〜
〜
12
月

 23
日
（
火
・
祝
）

　

平
安
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
の
京
都
周
辺
の
仏
像
を
展
示
し
ま

す
。
大
阪
・
天
野
山
金
剛
寺
の
本
尊
、
巨
大
な
大
日
如
来
坐
像

と
脇
侍
の
不
動
明
王
坐
像
が
圧
巻
で
す
。
大
日
如
来
像
は
平
安

貴
族
好
み
の
み
や
び
な
作
風
。
不
動
明
王
像
は
快
慶
の
弟
子
行

快
の
銘
文
が
発
見
さ
れ
た
鎌
倉
時
代
の
貴
重
な
作
例
で
す
。
法

然
上
人
の
念
持
仏
と
伝
わ
る
知
恩
院
の
穏
や
か
な
阿
弥
陀
如
来

立
像
、
上
人
の
一
周
忌
に
造
ら
れ
た
精
悍
な
阿
弥
陀
如
来
立
像

も
展
示
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
像
を
含
む
20
躯
ほ
ど
で
構
成
し
ま

す
。
平
安
時
代
と
鎌
倉
時
代
の
像
と
対
面
し
て
ど
の
よ
う
な
印

象
を
受
け
る
で
し
ょ
う
か
。
比
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

 

1 

F- 

2  

絵
巻
物
／
特
別
展
示
室

【
宮
廷
貴
族
の
信
仰
と
美
】

10
月
15
日
（
水
）〜
11
月
16
日
（
日
）

【
永
藤
一
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
〈
第
１
会
場
〉】

11
月
18
日
（
火
）〜
12
月

 21
日
（
日
）

　

昭
和
の
刀
剣
界
を
代
表
す
る
名
コ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
、
関
西

で
は
永
藤
一
氏
の
名
前
を
第
一
に
挙
げ
な
い
わ
け
に
は
い
き
ま

せ
ん
。
永
氏
は
医
学
博
士
と
し
て
製
薬
会
社
で
活
躍
し
、
業
界

で
「
永
の
名
前
を
知
ら
な
い
の
は
モ
グ
リ
」
と
ま
で
い
わ
れ
た

敏
腕
で
あ
る
と
同
時
に
、
稀
代
の
愛
刀
家
で
も
あ
り
ま
し
た
。

同
氏
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
全
作
品
を
一
挙
に
公
開
す
る
初
の
展
示

と
な
り
ま
す
。

 

1 

F- 

3  

書
跡

【
料
紙
装
飾
】

10
月
15
日
（
水
）〜
11
月
16
日
（
日
）

　
「
書
」
の
世
界
に
お
い
て
、
多
く
の
人
を
魅
了
す
る
も
の
に
、

き
れ
い
に
装
飾
さ
れ
た
料
紙
が
あ
り
ま
す
。
技
術
の
粋
を
集
め

て
作
ら
れ
た
紙
と
、
い
に
し
え
の
名
筆
た
ち
が
馳
せ
た
書
と
が

一
体
に
な
っ
た
作
品
は
、
ま
さ
し
く
総
合
芸
術
と
言
っ
て
も
よ

い
で
し
ょ
う
。
さ
ま
ざ
ま
な
時
代
、
そ
し
て
種
類
の
装
飾
を
ご

覧
い
た
だ
き
、
日
本
人
が
育
ん
で
き
た
美
意
識
を
実
感
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

【
高
僧
の
書
】

11
月
18
日
（
火
）〜
12
月

 23
日
（
火
・
祝
）

 

1 

F- 

4  

染
織

【
神
と
仏
の
染
織
】

10
月

 21
日
（
火
）〜
11
月
16
日
（
日
）

【
袈
裟
と
名
物
裂 

―
舶
載
さ
れ
た
染
織
―
】

11
月
19
日
（
水
）〜
12
月

 23
日
（
火
・
祝
）

 

1 

F- 

5  

金
工

【
秀
吉
の
愛
し
た
天
下
三
作

―
吉
光
・
正
宗
・
義
弘
―
】

10
月
15
日
（
水
）〜
11
月
16
日
（
日
）

【
永
藤
一
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
〈
第
２
会
場
〉】

11
月
18
日
（
火
）〜
平
成
27
年

  1 
月
12
日
（
月
・
祝
）

 

1 

F- 

6  

漆
工

【
桃
山
時
代
の
華　

高
台
寺
蒔
絵
】

10
月

 21
日
（
火
）〜
11
月
24
日
（
月
・
祝
）

【
南
蛮
漆
器
と
紅
毛
漆
器
】

11
月
26
日
（
水
）〜
平
成
27
年

  1 
月
12
日
（
月
・
祝
）

　

桃
山
時
代
、
ス
ペ
イ
ン
や
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
船
で
来
日
し
た
カ

ト
リ
ッ
ク
宣
教
師
や
商
人
た
ち
は
、
堅
牢
で
美
し
い
日
本
の
漆

器
を
気
に
入
り
、
宗
教
用
具
や
貿
易
用
の
商
品
を
注
文
し
ま
し

た
。
彼
ら
の
た
め
に
単
純
な
平
蒔
絵
と
螺
鈿
を
組
み
合
わ
せ
、

余
白
を
残
さ
ず
に
文
様
を
描
い
た
輸
出
漆
器
は
、「
南
蛮
人
」

に
ち
な
み
「
南
蛮
漆
器
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。
後
に
鎖
国
体
制
が

整
い
、
オ
ラ
ン
ダ
人
が
貿
易
の
担
い
手
と
な
る
頃
、
輸
出
漆
器

の
様
式
も
変
化
し
ま
す
。
黒
漆
地
に
高
蒔
絵
も
用
い
る
新
様
式

は
「
紅
毛
漆
器
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。
京
都
か
ら
世
界
へ
羽
ば
た

い
て
い
っ
た
華
や
か
な
漆
器
が
勢
揃
い
し
ま
す
。

【
観
覧
料
】

一
般　
　

１
５
０
０
円
（
１
３
０
０
／
１
２
０
０
円
）

大
学
生　

１
２
０
０
円
（
１
０
０
０
／
９
０
０
円
）

高
校
生　

９
０
０
円
（
７
０
０
／
６
０
０
円
）

中
学
生
以
下
無
料

＊
（　

）
内
の
料
金
は
前
売
り
／
団
体
２
０
名
以
上

＊
本
料
金
で
平
成
知
新
館
で
の
「
京
へ
の
い
ざ
な
い
」
展
も

あ
わ
せ
て
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

ＩＨＳ花入籠目文蒔絵螺鈿書見台
京都国立博物館

（11/26〜 1/12展示）

重要文化財　神鹿

※以上すべて高山寺所蔵
※展示作品、または展示場面の変更を次の日程で行います。
　前期：10月7日〜11月3日　後期：11月5日〜11月24日



　
　
　
　 

新
た
な
京
博
の
す
が
た

　

い
よ
い
よ
京
博
の
新
館
（
平
成
知
新
館
）
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
足
か
け
六
年
に
わ
た
っ
て
閉
じ
ら
れ
て
い
た

常
設
展
示
館
が
装
い
新
た
に
よ
み
が
え
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
伝
統
文
化
を
対
象
と
す
る
国
立
博
物
館
の
展
示
の

根
幹
は
、所
蔵
品
や
寄
託
品
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
通
常
の
展
示
、つ
ま
り
常
設
展
示
で
あ
り
、こ
の
意
味
で
は
、

京
博
が
よ
う
や
く
本
来
の
姿
を
取
り
戻
し
、
そ
の
活
動
を
十
全
に
行
う
た
め
の
素
地
が
整
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
の
常
設
展
示
と
い
う
の
は
、
日
本
の
場
合
、
大
半
の
博
物
館
や
美
術
館
に
お
い
て
、
あ
ま
り

観
覧
者
は
多
く
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。
特
定
の
テ
ー
マ
を
設
け
て
折
々
に
行
う
特
別
展
や
企
画
展
で
は
、
新

聞
や
雑
誌
、
テ
レ
ビ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
比
較
的
多
い
こ
と
も
あ
っ
て
、

常
設
展
示
に
比
べ
る
と
た
い
て
い
は
入
場
者
数
が
ず
っ
と
多
い
。
話
題
性
に
富
ん
だ
催
し
に
惹
き
付
け
ら
れ
る

の
は
な
に
も
日
本
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
特
別
展
や
企
画
展
と
同
等
以
上
の
内
容
を

持
つ
自
国
の
国
立
博
物
館
の
常
設
展
示
に
対
し
て
も
、
一
般
的
な
興
味
が
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
い
と
い
う
の
は
た

い
へ
ん
残
念
な
こ
と
で
あ
る
。

　

日
本
人
が
海
外
を
訪
れ
る
と
き
、
パ
リ
に
行
け
ば
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
、
ロ
ン
ド
ン
な
ら
ば
大
英
博
物
館
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
な
ど
、
そ
の
地
に
あ
る
代
表
的
な
博
物
館
・
美
術
館
へ
足
を
向

け
る
の
が
お
お
か
た
の
傾
向
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
日
本
国
内
を
旅
行
す
る
折
に
は
、
京
都
で
も
、
東
京
で
も
、

あ
る
い
は
奈
良
や
福
岡
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
に
設
置
さ
れ
た
国
立
博
物
館
の
見
学
を
旅
程
に
組
み
込
ん
で
い

る
方
が
、
い
っ
た
い
ど
れ
ほ
ど
お
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
背
景
に
は
、
一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
、
い
ろ
い
ろ
な
要
因
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
幼
少

時
か
ら
博
物
館
に
親
し
む
環
境
が
必
ず
し
も
充
分
に
整
っ
て
お
ら
ず
、
そ
の
後
の
生
活
の
中
で
も
、
歴
史
や
伝

統
文
化
な
い
し
文
化
財
に
つ
い
て
身
近
に
接
す
る
機
会
が
限
ら
れ
た
範
囲
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、

現
在
の
日
本
に
お
け
る
暮
ら
し
の
中
で
は
、
伝
統
的
な
和
風
よ
り
も
西
洋
的
な
ス
タ
イ
ル
に
馴
染
ん
で
い
る
こ

と
の
方
が
多
く
、
そ
れ
が
親
近
感
の
差
異
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
、
あ
る
い
は
、
博
物
館
の
場
合
に
は
、

ど
う
し
て
も
学
ぶ
場
所
な
い
し
小
難
し
い
と
こ
ろ
と
い
う
意
識
が
先
に
立
ち
、
敷
居
が
高
い
な
ど
の
先
入
観
に

妨
げ
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
、
な
ど
な
ど
。

　

新
館
が
オ
ー
プ
ン
し
た
と
は
い
え
、
こ
う
し
た
情
勢
を
直
ち
に
打
破
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
し
か

し
、
最
新
の
設
備
に
よ
る
上
質
な
空
間
の
中
で
、
展
示
体
系
を
刷
新
し
て
佳
品
の
数
々
を
存
分
に
鑑
賞
で
き
る

よ
う
配
置
し
、
そ
れ
に
伴
い
、
常
設
展
示
を
「
名
品
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
と
改
め
、
音
声
ガ
イ
ド
を
導
入
し
た
り
、

観
覧
者
と
博
物
館
と
の
仲
立
ち
役
と
な
る
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
制
度
を
発
足
し
た
り
、
快
適
な
座
席
を
備
え
た
講
堂

で
の
催
し
物
を
充
実
さ
せ
た
り
と
、
様
々
に
工
夫
を
凝
ら
し
な
が
ら
、
よ
り
多
く
の
方
々
に
博
物
館
に
親
し
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
多
角
的
な
取
り
組
み
を
推
し
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

博
物
館
や
文
化
財
に
触
れ
る
こ
と
が
、
い
か
に
潤
い
あ
る
豊
か
な
心
を
育
み
、
ま
た
そ
れ
が
ど
れ
ほ
ど
大
切

な
こ
と
か
、
生
ま
れ
変
わ
っ
た
京
博
に
足
を
運
び
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
の
眼
で
確
か
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

京
都
国
立
博
物
館
副
館
長
兼
学
芸
部
長

松
本
伸
之

  土曜講座
10月 4 日「天野山金剛寺の大日如来・不動明王坐像」＊
京都国立博物館列品管理室長 浅見龍介
10月11日「明恵上人と高山寺の文化財」＊＊
北海道大学名誉教授　石塚晴通
10月18日「高山寺の仏画」＊＊
京都国立博物館主任研究員 大原嘉豊
10月25日「鳥獣戯画の愉しさ─後世の画家に及ぼした影響─」＊＊
同志社大学教授　狩野博幸
11月 1 日「古典の日」記念「料紙の装飾について（仮）」＊
京都国立博物館主任研究員 羽田  聡
11月 8 日「国宝 金銅藤原道長経筒をめぐって」＊
京都国立博物館企画室長 宮川禎一
11月22日  京都ミュージアムズ・フォー連携講座「高山寺の版本─宋版を中心に─」＊＊
京都国立博物館学芸部副部長 赤尾栄慶
11月29日「名

めいぶつぎれ

物裂 茶席を彩る染織の背景」
京都国立博物館教育室長 山川  曉
12月 6 日「愛刀家とは何か─コレクションからみる人物像─」
京都国立博物館研究員 末兼俊彦
12月13日「南蛮漆器から紅毛漆器へ─海外向け特注品のプロデューサーは誰か─」
京都国立博物館主任研究員 永島明子
12月20日「北京・上海・広東の近代絵画」
京都国立博物館研究員 呉  孟晋　
＊…「京へのいざない」関連講座　＊＊…「国宝 鳥獣戯画と高山寺」関連講座
※平成知新館 講堂にて、午後 1 時30分～ 3時に開催。定員200 名、聴講無料（ただし観覧券が必要）。
※当日、12 時より、平成知新館 1F にて整理券を配布いたします。先着順、定員になり次第終了。

  シンポジウム
特別シンポジウム「鳥獣戯画を語る」

日　時　11月15日（土）午後 1時～ 5 時
会　場　京都国立博物館  平成知新館  講堂
申し込み方法：往復はがきに聴講希望日・住所・氏名・年齢・職業・電話番号を明記の上、京都国立博物
館「特別シンポジウム」係までお申し込みください。定員（200 名）になり次第締め切ります（往復は
がき１枚につき１名様分のお申し込みとなります）。
聴講料：無料（展覧会には別途観覧券が必要です）

　イベント
《古典の日記念　京都・らくご博物館　秋》
＜平成知新館開館記念特別講演＞
日　時　10月31日（金）午後６時30分 開演
入場料　3500 円（税込）（全席指定・平成知新館観覧券付）
＜米朝アンドロイド落語会＞
日　時　11 月2日（日）・3日（月・祝）午後 0時30分、午後 3時 開演
入場料　2500 円（税込）（全席指定・平成知新館観覧券付）
※いずれも会場は京都国立博物館 平成知新館 講堂。チケットご希望の方はお電話、またはＷＥＢよりお申
し込みください。申し込み先：お電話／博物館事業推進係 075-531-7504〈月～金の 10 ～ 12 時・13 ～
17 時に受付　＊祝日は除く〉WEB ／ http://www.kyohaku.go.jp  らくご博物館【秋】申し込み画面

《留学生の日》
留学生の方々に日本文化への理解を深めていただくため、「留学生の日」を設けてい
ます。本年度は 11 月７日（金）に実施します。平成知新館オープン記念展「京への
いざない」が無料に、特別展覧会「修理完成記念　国宝鳥獣人物戯画と高山寺」の
観覧料金が団体割引になるなど、お得な特典をご用意しております。留学生の方は
ぜひご来館ください（要学生証提示）。

《関西文化の日》
関西の美術品・文化財に広く親しんでいただく「関西文化の日」。今年は11月27日（木）
に実施いたします。新装なった平成知新館名品ギャラリーが無料でご覧いただけま
すので、ぜひご来館ください。

　これからの展覧会
◆ 特別展観 山陰の古刹・島根鰐淵寺の名宝
　2015 年 1月 2日（金）～ 2 月15 日（日）
◆ 特集陳列 雛まつりと人形
　2015 年 2月 21日（土）～ 4月7日（火）

　

平
成
知
新
館
に
登
場
し
た
「
さ
わ
っ
て
発
見
！
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
カ
ー
ト
」。
カ
ー
ト
の
中
に
は
、

文
化
財
の
レ
プ
リ
カ
や
材
料
見
本
な
ど
の
ハ
ン
ズ
オ
ン
教
材
が
入
っ
て
い
ま
す
。
ハ
ン
ズ
オ
ン
教

材
と
は
、
手
に
と
っ
て
触
れ
て
感
触
を
確
か
め
た
り
、
細
部
を
見
た
り
、
仕
組
み
を
観
察
す
る
こ

と
が
で
き
る
教
材
で
す
。
こ
れ
ら
の
制
作
に
あ
た
っ
て
は
、
文
化
財
修
理
に
携
わ
る
工
房
な
ど
の

ご
協
力
を
得
ま
し
た
。

　

現
在
は
考
古
・
彫
刻
・
絵
画
の
三
分
野
の
カ
ー
ト
を
用
意
し
て
お
り
、
今
後
も
順
次
追
加
・
更

新
さ
れ
て
い
く
予
定
で
す
。

【
考
古
の
カ
ー
ト
】

　
考
古
の
カ
ー
ト
に
は
、
当
館
所
蔵
の
流
水
文
銅
鐸
や

銅
剣
、
銅
戈
な
ど
、
青
銅
器
の
精
細
な
樹
脂
製
レ
プ
リ

カ
が
入
っ
て
い
ま
す
。

　
細
か
な
模
様
や
、
普
段
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
銅

鐸
の
内
側
の
様
子
な
ど
も
、
手
に
取
っ
て
じ
っ
く
り
観

察
で
き
ま
す
。

　
古
代
の
人
々
が
ど
ん
な
思
い
で
、
な
ん
の
た
め
に
、

こ
れ
ら
の
青
銅
器
を
作
っ
た
の
か
、
思
い
を
馳
せ
て
み

ま
せ
ん
か
？

【
彫
刻
の
カ
ー
ト
】

　
彫
刻
の
カ
ー
ト
に
入
っ
て
い
る
「
玉
眼
見
本
」
で
は
、

仏
像
の
玉
眼
が
ど
の
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
る
の
か
、
自

分
の
手
で
嵌
め
る
こ
と
で
構
造
を
理
解
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
白
毫
や
肉
髻
珠
を
嵌
め
込
む
体
験
も
で
き
ま

す
。

　「
衣
文
見
本
」
で
は
、
時
代
に
よ
っ
て
異
な
る
仏
像
の

衣
文
の
特
徴
を
、
触
っ
て
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
木
材
を
あ
つ
め
た
「
木
材

見
本
」、
仏
像
の
表
面
に
施
さ
れ
る
漆
箔
の
工
程
を
順
番

に
示
し
た
「
漆
箔
見
本
」
な
ど
、
五
感
で
感
じ
ら
れ
る

教
材
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

【
絵
画
の
カ
ー
ト
】

　
絵
画
の
カ
ー
ト
に
入
っ
て
い
る
「
絵
具
見
本
」
で
は
、

展
示
さ
れ
て
い
る
絵
が
、
現
代
の
も
の
と
は
異
な
る
絵

具
と
は
異
な
る
も
の
で
描
か
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　「
複
製
絵
巻
」
は
、
実
際
に
自
分
で
巻
き
広
げ
る
こ
と

で
、
絵
巻
本
来
の
鑑
賞
方
法
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
伝
統
的
な
製
法
で
作
ら
れ
た
絵
筆
や
和

紙
、
墨
、
ま
た
そ
れ
ら
の
原
料
な
ど
が
入
っ
て
お
り
、

見
て
楽
し
む
だ
け
で
は
な
く
、
道
具
や
原
料
に
ふ
れ
る

こ
と
で
、
そ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た
面
を
発
見
で
き
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

青銅器と 銅鐸のレプリカ

※カートのデザインは試作品のものです。



　

明
治
古
都
館
（
本
館
）
と
と
も
に
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
る
正
門
。
現
在
は
閉
鎖
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
当

初
は
門
番
所
・
札
売
場
と
し
て
設
計
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
非
公
開
文
化
財
特
別
公
開
へ
の
参
加
事
業
と

し
て
、
期
間
限
定
で
内
部
を
公
開
し
、
建
物
の
歴
史
な
ど

を
パ
ネ
ル
で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
方
は
、ど
う
ぞ
こ
の
機
会
に
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

期
間
：
10
月
31
日
（
金
）～
11
月
９
日
（
日
）

料
金
：
８
０
０
円

（
平
成
知
新
館
も
あ
わ
せ
て
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
）

主
催
：（
公
財
）
京
都
古
文
化
保
存
協
会

博
物
館
正
門
（
重
要
文
化
財
）
内
部
を
公
開
し
ま
す
！

京
都
国
立
博
物
館 

名
品
図
録
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
！

　

平
成
知
新
館
の
オ
ー
プ
ン
に
あ
わ
せ
て
、
名

品
図
録
「
京
都
国
立
博
物
館
所
蔵
名
品
１
２
０
選

　

京
へ
の
い
ざ
な
い
」
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
知
新
館
オ
ー
プ
ン
記
念
展
「
京
へ
の
い
ざ

な
い
」
の
出
品
作
品
も
数
多
く
掲
載
、
全
作
品
、

日
英
解
説
付
き
の
充
実
の
内
容
で
す
。

　

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
に
て
１
５
０
０
円

（
税
込
）
で
販
売
中
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　
　
　
　 

新
た
な
京
博
の
す
が
た

　

い
よ
い
よ
京
博
の
新
館
（
平
成
知
新
館
）
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
足
か
け
六
年
に
わ
た
っ
て
閉
じ
ら
れ
て
い
た

常
設
展
示
館
が
装
い
新
た
に
よ
み
が
え
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
伝
統
文
化
を
対
象
と
す
る
国
立
博
物
館
の
展
示
の

根
幹
は
、所
蔵
品
や
寄
託
品
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
通
常
の
展
示
、つ
ま
り
常
設
展
示
で
あ
り
、こ
の
意
味
で
は
、

京
博
が
よ
う
や
く
本
来
の
姿
を
取
り
戻
し
、
そ
の
活
動
を
十
全
に
行
う
た
め
の
素
地
が
整
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
の
常
設
展
示
と
い
う
の
は
、
日
本
の
場
合
、
大
半
の
博
物
館
や
美
術
館
に
お
い
て
、
あ
ま
り

観
覧
者
は
多
く
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。
特
定
の
テ
ー
マ
を
設
け
て
折
々
に
行
う
特
別
展
や
企
画
展
で
は
、
新

聞
や
雑
誌
、
テ
レ
ビ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
比
較
的
多
い
こ
と
も
あ
っ
て
、

常
設
展
示
に
比
べ
る
と
た
い
て
い
は
入
場
者
数
が
ず
っ
と
多
い
。
話
題
性
に
富
ん
だ
催
し
に
惹
き
付
け
ら
れ
る

の
は
な
に
も
日
本
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
特
別
展
や
企
画
展
と
同
等
以
上
の
内
容
を

持
つ
自
国
の
国
立
博
物
館
の
常
設
展
示
に
対
し
て
も
、
一
般
的
な
興
味
が
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
い
と
い
う
の
は
た

い
へ
ん
残
念
な
こ
と
で
あ
る
。

　

日
本
人
が
海
外
を
訪
れ
る
と
き
、
パ
リ
に
行
け
ば
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
、
ロ
ン
ド
ン
な
ら
ば
大
英
博
物
館
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
な
ど
、
そ
の
地
に
あ
る
代
表
的
な
博
物
館
・
美
術
館
へ
足
を
向

け
る
の
が
お
お
か
た
の
傾
向
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
日
本
国
内
を
旅
行
す
る
折
に
は
、
京
都
で
も
、
東
京
で
も
、

あ
る
い
は
奈
良
や
福
岡
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
に
設
置
さ
れ
た
国
立
博
物
館
の
見
学
を
旅
程
に
組
み
込
ん
で
い

る
方
が
、
い
っ
た
い
ど
れ
ほ
ど
お
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
背
景
に
は
、
一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
、
い
ろ
い
ろ
な
要
因
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
幼
少

時
か
ら
博
物
館
に
親
し
む
環
境
が
必
ず
し
も
充
分
に
整
っ
て
お
ら
ず
、
そ
の
後
の
生
活
の
中
で
も
、
歴
史
や
伝

統
文
化
な
い
し
文
化
財
に
つ
い
て
身
近
に
接
す
る
機
会
が
限
ら
れ
た
範
囲
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、

現
在
の
日
本
に
お
け
る
暮
ら
し
の
中
で
は
、
伝
統
的
な
和
風
よ
り
も
西
洋
的
な
ス
タ
イ
ル
に
馴
染
ん
で
い
る
こ

と
の
方
が
多
く
、
そ
れ
が
親
近
感
の
差
異
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
、
あ
る
い
は
、
博
物
館
の
場
合
に
は
、

ど
う
し
て
も
学
ぶ
場
所
な
い
し
小
難
し
い
と
こ
ろ
と
い
う
意
識
が
先
に
立
ち
、
敷
居
が
高
い
な
ど
の
先
入
観
に

妨
げ
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
、
な
ど
な
ど
。

　

新
館
が
オ
ー
プ
ン
し
た
と
は
い
え
、
こ
う
し
た
情
勢
を
直
ち
に
打
破
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
し
か

し
、
最
新
の
設
備
に
よ
る
上
質
な
空
間
の
中
で
、
展
示
体
系
を
刷
新
し
て
佳
品
の
数
々
を
存
分
に
鑑
賞
で
き
る

よ
う
配
置
し
、
そ
れ
に
伴
い
、
常
設
展
示
を
「
名
品
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
と
改
め
、
音
声
ガ
イ
ド
を
導
入
し
た
り
、

観
覧
者
と
博
物
館
と
の
仲
立
ち
役
と
な
る
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
制
度
を
発
足
し
た
り
、
快
適
な
座
席
を
備
え
た
講
堂

で
の
催
し
物
を
充
実
さ
せ
た
り
と
、
様
々
に
工
夫
を
凝
ら
し
な
が
ら
、
よ
り
多
く
の
方
々
に
博
物
館
に
親
し
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
多
角
的
な
取
り
組
み
を
推
し
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

博
物
館
や
文
化
財
に
触
れ
る
こ
と
が
、
い
か
に
潤
い
あ
る
豊
か
な
心
を
育
み
、
ま
た
そ
れ
が
ど
れ
ほ
ど
大
切

な
こ
と
か
、
生
ま
れ
変
わ
っ
た
京
博
に
足
を
運
び
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
の
眼
で
確
か
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

こ
れ
ら
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
カ
ー
ト
を
担
当
す
る
の
は
、
作
品
の
作
ら
れ
た
時
代
と
今
を
つ
な

ぐ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
京
博
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
」
で
す
。
京
博
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
は
、
カ
ー
ト
の
中
の
ハ

ン
ズ
オ
ン
教
材
を
き
っ
か
け
に
、来
館
さ
れ
る
み
な
さ
ま
と
お
喋
り
す
る
こ
と
で
、み
な
さ
ま
の
「
発

見
」
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　

教
材
に
触
れ
た
り
、
お
喋
り
を
し
た
り
し
な
が
ら
、
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
楽
し
く
文
化
財
に

親
し
む
こ
と
が
で
き
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
カ
ー
ト
。
カ
ー
ト
で
文
化
財
に
親
し
ん
だ
ら
、
き
っ
と
も

う
一
度
展
示
室
に
も
ど
っ
て
、
さ
ら
に
作
品
を
じ
っ
く
り
見
た
く
な
る
は
ず
で
す
。

　

ご
来
場
館
の
際
は
、
ぜ
ひ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
カ
ー
ト
に
も
ご
注
目
く
だ
さ
い
。

【
考
古
の
カ
ー
ト
】

　
考
古
の
カ
ー
ト
に
は
、
当
館
所
蔵
の
流
水
文
銅
鐸
や

銅
剣
、
銅
戈
な
ど
、
青
銅
器
の
精
細
な
樹
脂
製
レ
プ
リ

カ
が
入
っ
て
い
ま
す
。

　
細
か
な
模
様
や
、
普
段
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
銅

鐸
の
内
側
の
様
子
な
ど
も
、
手
に
取
っ
て
じ
っ
く
り
観

察
で
き
ま
す
。

　
古
代
の
人
々
が
ど
ん
な
思
い
で
、
な
ん
の
た
め
に
、

こ
れ
ら
の
青
銅
器
を
作
っ
た
の
か
、
思
い
を
馳
せ
て
み

ま
せ
ん
か
？

【
彫
刻
の
カ
ー
ト
】

　
彫
刻
の
カ
ー
ト
に
入
っ
て
い
る
「
玉
眼
見
本
」
で
は
、

仏
像
の
玉
眼
が
ど
の
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
る
の
か
、
自

分
の
手
で
嵌
め
る
こ
と
で
構
造
を
理
解
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
白
毫
や
肉
髻
珠
を
嵌
め
込
む
体
験
も
で
き
ま

す
。

　「
衣
文
見
本
」
で
は
、
時
代
に
よ
っ
て
異
な
る
仏
像
の

衣
文
の
特
徴
を
、
触
っ
て
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
木
材
を
あ
つ
め
た
「
木
材

見
本
」、
仏
像
の
表
面
に
施
さ
れ
る
漆
箔
の
工
程
を
順
番

に
示
し
た
「
漆
箔
見
本
」
な
ど
、
五
感
で
感
じ
ら
れ
る

教
材
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

【
絵
画
の
カ
ー
ト
】

　
絵
画
の
カ
ー
ト
に
入
っ
て
い
る
「
絵
具
見
本
」
で
は
、

展
示
さ
れ
て
い
る
絵
が
、
現
代
の
も
の
と
は
異
な
る
絵

具
で
描
か
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　「
複
製
絵
巻
」
は
、
実
際
に
自
分
で
巻
き
広
げ
る
こ
と

で
、
絵
巻
本
来
の
鑑
賞
方
法
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
伝
統
的
な
製
法
で
作
ら
れ
た
絵
筆
や
和

紙
、
墨
、
ま
た
そ
れ
ら
の
原
料
な
ど
が
入
っ
て
お
り
、

道
具
や
原
料
に
ふ
れ
る
こ
と
で
、
見
て
楽
し
む
だ
け
で

は
な
く
、
そ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た
面
を
発
見
で
き
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

京都国立博物館　正門

表紙：国宝　鳥獣人物戯画　甲巻　部分　高山寺（展示期間：〈上段・中段〉11/5 ～ 24、〈下段〉10/7～11/3）

鳥獣人物戯画の複製
衣文見本

岩絵具と原料 玉眼見本（写真提供：美術院）



　
　
　
　 

新
た
な
京
博
の
す
が
た

　

い
よ
い
よ
京
博
の
新
館
（
平
成
知
新
館
）
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
足
か
け
六
年
に
わ
た
っ
て
閉
じ
ら
れ
て
い
た

常
設
展
示
館
が
装
い
新
た
に
よ
み
が
え
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
伝
統
文
化
を
対
象
と
す
る
国
立
博
物
館
の
展
示
の

根
幹
は
、所
蔵
品
や
寄
託
品
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
通
常
の
展
示
、つ
ま
り
常
設
展
示
で
あ
り
、こ
の
意
味
で
は
、

京
博
が
よ
う
や
く
本
来
の
姿
を
取
り
戻
し
、
そ
の
活
動
を
十
全
に
行
う
た
め
の
素
地
が
整
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
の
常
設
展
示
と
い
う
の
は
、
日
本
の
場
合
、
大
半
の
博
物
館
や
美
術
館
に
お
い
て
、
あ
ま
り

観
覧
者
は
多
く
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。
特
定
の
テ
ー
マ
を
設
け
て
折
々
に
行
う
特
別
展
や
企
画
展
で
は
、
新

聞
や
雑
誌
、
テ
レ
ビ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
比
較
的
多
い
こ
と
も
あ
っ
て
、

常
設
展
示
に
比
べ
る
と
た
い
て
い
は
入
場
者
数
が
ず
っ
と
多
い
。
話
題
性
に
富
ん
だ
催
し
に
惹
き
付
け
ら
れ
る

の
は
な
に
も
日
本
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
特
別
展
や
企
画
展
と
同
等
以
上
の
内
容
を

持
つ
自
国
の
国
立
博
物
館
の
常
設
展
示
に
対
し
て
も
、
一
般
的
な
興
味
が
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
い
と
い
う
の
は
た

い
へ
ん
残
念
な
こ
と
で
あ
る
。

　

日
本
人
が
海
外
を
訪
れ
る
と
き
、
パ
リ
に
行
け
ば
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
、
ロ
ン
ド
ン
な
ら
ば
大
英
博
物
館
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
な
ど
、
そ
の
地
に
あ
る
代
表
的
な
博
物
館
・
美
術
館
へ
足
を
向

け
る
の
が
お
お
か
た
の
傾
向
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
日
本
国
内
を
旅
行
す
る
折
に
は
、
京
都
で
も
、
東
京
で
も
、

あ
る
い
は
奈
良
や
福
岡
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
に
設
置
さ
れ
た
国
立
博
物
館
の
見
学
を
旅
程
に
組
み
込
ん
で
い

る
方
が
、
い
っ
た
い
ど
れ
ほ
ど
お
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
背
景
に
は
、
一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
、
い
ろ
い
ろ
な
要
因
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
幼
少

時
か
ら
博
物
館
に
親
し
む
環
境
が
必
ず
し
も
充
分
に
整
っ
て
お
ら
ず
、
そ
の
後
の
生
活
の
中
で
も
、
歴
史
や
伝

統
文
化
な
い
し
文
化
財
に
つ
い
て
身
近
に
接
す
る
機
会
が
限
ら
れ
た
範
囲
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、

現
在
の
日
本
に
お
け
る
暮
ら
し
の
中
で
は
、
伝
統
的
な
和
風
よ
り
も
西
洋
的
な
ス
タ
イ
ル
に
馴
染
ん
で
い
る
こ

と
の
方
が
多
く
、
そ
れ
が
親
近
感
の
差
異
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
、
あ
る
い
は
、
博
物
館
の
場
合
に
は
、

ど
う
し
て
も
学
ぶ
場
所
な
い
し
小
難
し
い
と
こ
ろ
と
い
う
意
識
が
先
に
立
ち
、
敷
居
が
高
い
な
ど
の
先
入
観
に

妨
げ
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
、
な
ど
な
ど
。

　

新
館
が
オ
ー
プ
ン
し
た
と
は
い
え
、
こ
う
し
た
情
勢
を
直
ち
に
打
破
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
し
か

し
、
最
新
の
設
備
に
よ
る
上
質
な
空
間
の
中
で
、
展
示
体
系
を
刷
新
し
て
佳
品
の
数
々
を
存
分
に
鑑
賞
で
き
る

よ
う
配
置
し
、
そ
れ
に
伴
い
、
常
設
展
示
を
「
名
品
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
と
改
め
、
音
声
ガ
イ
ド
を
導
入
し
た
り
、

観
覧
者
と
博
物
館
と
の
仲
立
ち
役
と
な
る
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
制
度
を
発
足
し
た
り
、
快
適
な
座
席
を
備
え
た
講
堂

で
の
催
し
物
を
充
実
さ
せ
た
り
と
、
様
々
に
工
夫
を
凝
ら
し
な
が
ら
、
よ
り
多
く
の
方
々
に
博
物
館
に
親
し
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
多
角
的
な
取
り
組
み
を
推
し
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

博
物
館
や
文
化
財
に
触
れ
る
こ
と
が
、
い
か
に
潤
い
あ
る
豊
か
な
心
を
育
み
、
ま
た
そ
れ
が
ど
れ
ほ
ど
大
切

な
こ
と
か
、
生
ま
れ
変
わ
っ
た
京
博
に
足
を
運
び
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
の
眼
で
確
か
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

京
都
国
立
博
物
館
副
館
長
兼
学
芸
部
長

松
本
伸
之

  土曜講座
10月 4 日「天野山金剛寺の大日如来・不動明王坐像」＊
京都国立博物館列品管理室長 浅見龍介
10月11日「明恵上人と高山寺の文化財」＊＊
北海道大学名誉教授　石塚晴通氏
10月18日「高山寺の仏画」＊＊
京都国立博物館主任研究員 大原嘉豊
10月25日「鳥獣戯画の愉しさ─後世の画家に及ぼした影響─」＊＊
同志社大学教授　狩野博幸氏
11月 1 日「古典の日」記念「料紙装飾」＊
京都国立博物館主任研究員 羽田  聡
11月 8 日「国宝 金銅藤原道長経筒をめぐって」＊
京都国立博物館企画室長 宮川禎一
11月22日  京都ミュージアムズ・フォー連携講座「高山寺の版本─宋版を中心に─」＊＊
京都国立博物館学芸部副部長 赤尾栄慶
11月29日「名

めいぶつぎれ

物裂 茶席を彩る染織の背景」
京都国立博物館教育室長 山川  曉
12月 6 日「愛刀家とは何か─コレクションからみる人物像─」
京都国立博物館研究員 末兼俊彦
12月13日「南蛮漆器から紅毛漆器へ─海外向け特注品のプロデューサーは誰か─」
京都国立博物館主任研究員 永島明子
12月20日「北京・上海・広東の近代絵画」
京都国立博物館研究員 呉  孟晋　
＊…「京へのいざない」関連講座　＊＊…「国宝 鳥獣戯画と高山寺」関連講座
※平成知新館 講堂にて、午後 1 時30分～ 3時に開催。定員200 名、聴講無料（ただし観覧券が必要）。
※当日、12 時より、平成知新館 1F にて整理券を配布いたします。先着順、定員になり次第終了。

  シンポジウム
特別シンポジウム「鳥獣戯画を語る」
日　時　11月15日（土）午後 1時～ 5 時
会　場　京都国立博物館  平成知新館  講堂
聴講料　無料（展覧会には別途観覧券が必要です）

申し込み方法：往復はがきに聴講希望日・住所・氏名・年齢・職業・電話番号を明記の上、京都国立博物
館「特別シンポジウム」係までお申し込みください。定員（200 名）になり次第締め切ります（往復は
がき１枚につき１名様分のお申し込みとなります）。

　イベント
《古典の日記念　京都・らくご博物館　秋》
＜平成知新館開館記念特別講演＞
日　時　10月31日（金）午後６時30分 開演
入場料　3500 円（税込）（全席指定・平成知新館観覧券付）
＜米朝アンドロイド落語会＞
日　時　11 月2日（日）・3日（月・祝）午後 0時30分、午後 3時 開演
入場料　2500 円（税込）（全席指定・平成知新館観覧券付）
※いずれも会場は京都国立博物館 平成知新館 講堂。チケットご希望の方はお電話、またはＷＥＢよりお申
し込みください。申し込み先：お電話／博物館事業推進係 075-531-7504〈月～金の 10 ～ 12 時・13 ～
17 時に受付　＊祝日は除く〉WEB ／ http://www.kyohaku.go.jp  らくご博物館【秋】申し込み画面

《留学生の日》
留学生の方々に日本文化への理解を深めていただくため、「留学生の日」を設けてい
ます。本年度は 11 月７日（金）に実施します。平成知新館オープン記念展「京への
いざない」が無料に、特別展覧会「修理完成記念　国宝鳥獣人物戯画と高山寺」の
観覧料金が団体割引になるなど、お得な特典をご用意しております。留学生の方は
ぜひご来館ください（要学生証提示）。

《関西文化の日》
関西の美術品・文化財に広く親しんでいただく「関西文化の日」。今年は11月27日（木）
に実施いたします。新装なった平成知新館名品ギャラリーが無料でご覧いただけま
すので、ぜひご来館ください。

　これからの展覧会
◆ 特別展観 山陰の古刹・島根鰐淵寺の名宝
　2015 年 1月 2日（金）～ 2 月15 日（日）
◆ 特集陳列 雛まつりと人形
　2015 年 2月 21日（土）～ 4月7日（火）

　国立博物館の展覧会
【東京国立博物館】
特別展「日本国宝展」
 10 月 15 日（水） ～ 12月 7 日（日）

【奈良国立博物館】
特別展「第 66 回　正倉院展」
10 月 24日（金）～ 11月12日（水）

【九州国立博物館】
特別展「台北　國立故宮博物院─神品至宝─」
10 月 7 日（火）～ 11月 30日（日）

〒 605-0931　京都市東山区茶屋町 527
TEL. 075-525-2473（テレホンサービス）

ホームページ http://www.kyohaku.go.jp/
携帯サイト http://www.kyohaku.go.jp/i

発行日　　 2014年 10月１日　   デザイン　谷なつ子
編集・発行　京都国立博物館　　　印 刷　株式会社 大伸社

ご利用案内
［開館時間］9：30 ～ 17：00
＊特別展覧会期間中は 9：30 ～18：00、金曜日は 20：00まで開館
＊入館は各閉館の 30 分前まで

［観覧料］ 一般 520円（410 円）大学生 260円（210 円）
 ＊高校生以下および満 18 歳未満、満 70 歳以上の方は
    無料です（年齢のわかるものをご提示ください）。
 ＊（　）内は団体 20名以上
 ＊特別展覧会については、別料金となります

［休館日］月曜日
 ＊月曜日が祝日の場合は開館し、翌火曜日休館、
    年末年始（12月24日～ 2015 年 1月 1日）

アクセス
ＪＲ＝京都駅下車、市バスＤ２のりばより206・208 号系統、
Ｄ１のりばより100号系統にて博物館・三十三間堂前下車すぐ
プリンセスラインバス京都駅八条口のりばより京都女子大学前行
にて東山七条下車、徒歩１分
近鉄電車＝丹波橋駅下車、京阪電車丹波橋駅から出町柳方面行
にて七条駅下車、東へ徒歩７分
京阪電車＝七条駅下車、東へ徒歩７分
阪急電車＝河原町駅下車、京阪電車祗園四条駅から大阪方面行
きにて七条駅下車、東へ徒歩７分
駐車場は有料となっております。ご来館の際は、なるべく公共交
通機関をご利用ください。

＊「博物館だより」を郵送ご希望の方は、返信用封筒（角２封筒は120円、
長３封筒は 92 円切手貼付、宛名明記）を同封して、当館企画室まで
お申し込みください。

※カートのデザインは試作品のものです。




